	実習日
	2月　26日　土曜日
	実施時間
　　第2時限
	授業者
	中央　学

	教　科
科　目
	簿　記

	単　      元
	第10章　　　現金・預金の記帳

	単元の目的
	1． 現金

2． 当座預金

3． その他の預貯金

4． 小口現金



	本時のテーマ
	現金出納帳・現金過不足

	本時の目標

	1．現金収支について、取引→仕訳→現金出納帳の記入法を学ばせる。

2．現金の手許有高と帳簿の差額の処理法を理解させる。

	指導過程

	段階
	指導内容
	学習内容
	時　間
	留　意　事　項

	導入
	「現金」について説明

1． 他人振出の小切手

2． 郵便為替証書

3． 送金小切手

4． 配当金領収書     

本時の学習目標説明

現金出抽帳・現金過不足
	「現金」についての理解

1． 現金とは何か

2． どういう場面で使用するものか

現金出納帳についての理解（主要簿・補助簿の違い）

3．現金＝通貨のこと（所有する金銭）
	10分

	資産増減時での借方発生、貸方発生についての確認をする。

現金勘定での処理は通貨以外にもあることに注意を置かせるプリントの配布

	展開
	現金出納帳の説明

主要簿・補助簿の違い補助簿の種類について説明

1 配布プリント中の仕訳を各自に確認させる（黒板に現金出納帳簿を作成）

2 現金出納帳の記入法プリントの説明をしながら現金出納帳に記入

3 摘要欄の記入の仕方について説明し、各自に残高簿を計算させる帳簿を締め切る

合計残高が現金勘定と同じになること再度，補助簿は月単位で締め切るから次月繰越であることを認識させる
	１配布プリント中の仕訳を自分で確認する

２仕訳に順じて帳簿に記入

プリントの残高欄を各自で計算する

3　帳簿の締め切リ
	５分

15分
	お小遣い帳を例に取り上げて現金出納帳を両単に説明する

仕訳の時間を取り、各自に取組ませる。

仕訳の確認（借方・貸方）

摘要欄の記入の仕方について、各自で工夫して記入してもよいことを伝える

帳簿の締め切り方について復習をしながら進める

主要簿、補助簿についての説明。各帳簿の締め切り方の違いを説明する

	
	現金過不足についての説明

1現金の手元有高と帳簿残高が一致しない場合不一致を明らかにさせて修正させる

2 現金過不足勘定の意味と役割を説明・Ｔ勘定を用いて過不足発生時での一連の流れを板書する

3 過不足の原因がわかった場合の説明

4 決済日になった場合雑損・雑益勘定について説明
	1 記帳や計算の誤りを調ベ不一致の原因を明らかにする→修正

2 プリントと説明を照らし合わせなから確認

3 不一致の原因判明

↓

教師の説明終了後各自でプリント取組み

4 決算時での過不足勘定の締め切り

決算日になっても不明の場合

不足の場合　雑損勘定の借方へ過剰の場合　雑益勘定の貸方へ
	15分
	現金過不足勘定は一時的に処理をするための勘定であることに注意をおく

お小遣い帳と財布など自分の身の回りに存在することを考えて教科書本文を見てもらう

過不足発生時での仕訳を間違いやすいためしっかりと学ばせる

決算時での過不足勘定は０になることに注意

	まとめ
	本時のまとめ質疑応答
	質疑応答して各自要点をまとめる
	5分
	理解度の確認


